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摘要

反努家畜白飼養条件と原中窒素成分の分布と白関係を明らかにすることを目的とした研究白

一環として、めん羊に低蛋白質飼料を給与した(12日間)後、蛋白質源として大豆粕または尿

素を補給して、その後 (23日間)の尿中窒素成分(尿索、アンモニア、アラントイン、尿酸、ク

レアチニン)排出量の経目的変化を調べた。その結果は次回とおりである。1)蜜素蓄積量

は蛋白質源の補給により著しく憎加し、大豆粕給与区と尿素給与区白聞には大きな差はなかっ

た。 2)蛋白質源補給にともなう原中窒素成分排池量の変化は、尿酸を除くすべて白成分に

おいて、補給後日 -7日目までは大きかったが、それ以降は小さかった。 3)尿素給与区の

尿素排I世量が大豆粕給与区より若干多かったが、他の成分の排池量については蛋白質補給源の

違いによる大きな差は見られなかった。 4)尿素とアンモニア白排I世量は蛋白質源補給後ほ

ぽ直線的に増加したのに対して、アラントインとクレアチニンの排池量は、蛋白質源補給後2

日目まで減少し、 5日目に低蛋白質飼料給与期のレベルに戻った。 5)アラントインの排他

量は蛋白質源を補給しでも増加しなかった。
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緒 言

著者らは、反努家畜における飼養条件と尿中窒素成

分の分布との関係を明らかにするためにー速の実

験Bη を行っている。前報幻では、蛋白質含量、蛋白

質給源白異なる飼料をめん羊に給与して、蛋白質摂取

量、摂取蛋白質白違いが尿中窒素成分の排出量に与え

る影響を検討した。しかし、これらの飼料を給与した

後、尿中室素成分排池量白変化がどのような経過をた

どる白かについては調べなかった。

本実験では、低蛋白質飼料を給与しているめん羊に

大豆粕と尿素を蛋白質源として補給し、そむ後の尿申

窒素成分排池量の経目的変化を検討した。
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